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Abstract: Most universities in Japan have been focusing on promoting “Open Campus” 
as one of their public relations activities, in order to attract students amid intensifying 
competition due to the declining birthrate in recent years. As regards open campus, the 
students called supporters, who are selected as ushers from among their university 
students, in particular, play an important role, and may have a big impact on 
participants in open campus. This is because those students can be regarded as an 
incarnation of the fruit of a university education.  
 This paper has verified that the supporters’ behavior and way of attending to 
participants in their open campus will be improved if they can enhance their 
commitment to university and their spirit of hospitality, and if action learning is 
introduced into their curriculum at the same time.  
 This paper also proposes that they put the theories that they learn in class into 
practice and share the overall direction of principles of their university education 
between faculty members and students. That way, the aims and contents of PR 
activities of their university will be made clearer, and its brand value can be elevated, 
as well. 





少子高齢化が叫ばれている現在、18 歳人口は 1992 年にピークを迎え、2010 年には 4 割










































































































































































3.3  アクションラーニング 
   
Michael J. Marquardt26) によれば、チームは「アクションラーニング」を取り入れると短時
間で考え、行動し、学習することを可能にするが、それには学習し続ける組織でなければ







































[調査時期]  2013 年 10 月。 





 表 4-1 被験者の性別・学年分布内訳 
性別 男性 
女性      
12 
22 












職員   11 








































表 4-2 「建学の理念・学部のミッション」に関する質問とデータ 
１．建学の理念を     理解している     大体理解している    自信がない 
              ２人         １７人         １４人 
２．学部のミッションを  理解している      大体理解している   自信がない 
              ７人         １６人         １０人  
１と２を再認識          強まると思う    どちらともいえない    変わらない 
すると愛校心は       ２０人         ９人          ４人 




































表 4-3  「来場者への対応方法とアイデア紹介」に関する質問とデータ 
紹介した取り組みについて  やってみたい     どちらともいえない     しない方がよい        無回答  
                     ３１人          １０人             ３人             ０人 
ペットボトルの水について    断られたことがある        断られたことはない               無回答  
                      １２人                 ２９人                     ３人 
集種類の飲み物を出すことは    よいと思う     どちらともいえない     しない方がよい      無回答   
                        ３８人            ５人             ０人         １人 
大学のネーミング入りのお菓子を   よいと思う    どちらともいえない    よくないと思う   無回答 
そえることは                     ３４人           ５人               ２人        １人 
メッセージカードを渡すことは    よいと思う     どちらともいえない        よくないと思う     無回答  
                       ３２人            １０人              ０人         ２人 
好印象を与えるスキルについて    よりよくなると思う   どちらともいえない   変わらないと思う   無回答  






































表 4-4 「アクションラーニングを取り入れること」に関する質問とデータ 
他の職員・サポーターズの  刺激を受けることがある   どちらともいえない  何も変わらない      無回答  
よい対応を見たとき         ３７人              ４人          ２人              １人 
よい対応を見て        思うことがある     どちらともいえない        思わない         無回答  
同じようになりたいと        ３９人              ４人            ０人             1 人  
成功・失敗体験を記録に    残すと良いと思う  どちらともいえない       必要はない        無回答   
                     ３５人            ７人              １人            １人 
記録に残すことで仕事が   しやすくなると思う    どちらともいえない    変わらないと思う     無回答   
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